
「主の十字架と復活の恵み」エペソ１：１９－２３           16・3・27  Ⅰ 主の十字架の驚くべき恵み １．「キリストは罪を犯したことがなく、その口に何の偽りも見いだされませんでした。 ののしられても、ののしり返さず、苦しめられても、おどすことをせず、正しくさばかれる方にお任せになりました。 そして自分から十字架の上で、私たちの罪をその身に負われました。それは、私たちが罪を離れ、義のために生きるためです。 キリストの打ち傷（身代わりに刑罰を受けて下さった）のゆえに、あなたがたは、いやされた （罪を赦された）のです」 Ⅰペテロ２：２２－２４Ⅰペテロ２：２２－２４Ⅰペテロ２：２２－２４Ⅰペテロ２：２２－２４  ２．「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世（私達）を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである」 ヨハネ３：１６ヨハネ３：１６ヨハネ３：１６ヨハネ３：１６  ３．「私たちがまだ罪人であったとき、キリストが私たちのために死んでくださったことにより、神は私たちに対するご自身の愛を明らかにしておられます」 ローマ５：８ローマ５：８ローマ５：８ローマ５：８ ４．罪とは、実際に人を殺す事や法を犯す事だけではないこと、罪は私達の心の中にある事を主は教えられた。 「昔の人々に、『人を殺してはならない。人を殺す者はさばきを受けなければならない』と言われたのを、あなたがたは聞いています。 しかし、わたしはあなたがたに言います。兄弟に向かって腹を立てる（怒りが憎しみ、恨みにつながり「殺してやりたいと思う」）者は、だれでもさばきを受けなければなりません。兄弟に向かって『能なし』と言うような者は、最高議会に引き渡されます。また、『ばか者』と言うような者は燃えるゲヘナに投げ込まれます」 マタイ５：マタイ５：マタイ５：マタイ５：21212121－－－－２２２２２２２２ 実際に人を殺さなくても、心の中の怒り、憎しみ、恨みから、殺人の罪は始まっている。 人に向かって、「能なし」「ばか者」と言う言葉の殺人がある事。人を言葉で傷つけ、見下げる態度も、神の前では罪であると教えられた。私は、この御言葉の意味では、数えきれない人を心の中で、言葉、態度で殺して来た事を教えられた。 主イエスは、これらの私達の罪を身代わりに負い、十字架で死に、身代わりに刑罰を受け、私達の罪が赦され、私達が救われる道を設けられた！感謝します。 ある人は、私は、まじめで何も悪い事はしていないと言うかもしれない。 では、もし、私達の心の中の思いや人に見られていない陰の行動が、すべて、スクリーンに映し出されるなら、皆さんと一緒にそれを見ることが出来るだろうか？私は、恥ずかしくて、それは出来ない。「早く、止めて下さい」と叫ぶだろう。 神は、私達の心の中の悪い思い、汚れ、陰の行動すべてを見、知っておられる。 それでも、私達を愛し、このままでは、私達は、自分の数えきれない罪、悪の為に神の正しい裁きを受け、永遠の滅びに行かなければならない。 



神は、そんな私達を愛し、私達が滅びるのを望まれず、主イエスが私達のすべての罪を負い、 十字架で死に身代わりの刑罰を受けられた。 そのイエス様を「私の罪のために死なれた救い主、神」と信じるなら救われる道を用意して 下さった。  Ⅱ 主の復活の恵み １．「主イエスは、私たちの罪のために死に渡され、私たちが義と認められるために、よみがえられたからです」 ローマ４：２５ローマ４：２５ローマ４：２５ローマ４：２５ ２．「イエスは言われた。『わたしは、よみがえりです。いのちです。わたしを信じる者は、死んでも生きるのです』」 ヨハネ１１：２５ヨハネ１１：２５ヨハネ１１：２５ヨハネ１１：２５ ３．「われわれは、自分のしたことの報いを受けているのだからあたりまえだ。だがこの方は、悪いことは何もしなかったのだ。 そして言った。『イエスさま。あなたの御国の位にお着きになるときには、私を思い出してください。』イエスは、彼に言われた。『まことに、あなたに告げます。あなたはきょう、わたしとともにパラダイス（天国）にいます』」 ルカ２３：ルカ２３：ルカ２３：ルカ２３：４１－４３４１－４３４１－４３４１－４３ ４．「私たちはいつも心強いのです。そして、むしろ肉体を離れて、主のみもとにいるほうがよいと 思っています」 Ⅱコリント５：７－Ⅱコリント５：７－Ⅱコリント５：７－Ⅱコリント５：７－８８８８ ５．この世の終わりに 「主は、号令と、御使いのかしらの声と、神のラッパの響きのうちに、ご自身天から下って来られます。それからキリストにある死者が、まず初めによみがえり、 次に、生き残っている私たちが、たちまち彼らといっしょに雲の中に一挙に引き上げられ、空中で主と会うのです。このようにして、私たちは、いつまでも主とともにいることになります」 Ⅰテサロニケ４：１６－１７Ⅰテサロニケ４：１６－１７Ⅰテサロニケ４：１６－１７Ⅰテサロニケ４：１６－１７        Ⅲ 私達は、神の時に死を迎え、主のみもと、天国に行くが、神からの使命を果たす為に、この地上で生きている時に、私達を強め、私達に働いて下さる神の復活の力。 「神の全能の力の働きによって私たち信じる者に働く神のすぐれた力がどのように偉大なものであるかを、あなたがたが知ることができますように。 神は、その全能の力をキリストのうちに働かせて、キリストを死者の中からよみがえらせ、天上においてご自分の右の座に着かせて、すべての支配、権威、権力、主権のうえに、また、今の世ばかりではなく、次に来る世においてもとなえられる、すべての名の上に高く置かれました」 エペソ１：１９－２１エペソ１：１９－２１エペソ１：１９－２１エペソ１：１９－２１ 主を信じる私達に、神の偉大な力が働き、私達を強めて下さる恵みを感謝します。 また、すべての権威を与えられた復活の主が、どんな時にも私達とともにおられ、私達を強め、 導いて下さる恵みを心から感謝したい。 復活の主イエスは、偏在の神なので、天では父なる神の右の座で、私達の為にとりなしをしておられ、この地上では、いつも私達と共にいて下さり、私達を愛し、強め、慰め、導いてくださる！ 


